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日時/理由 実習評価点　　　　　　　　　　点/25点 点

評価基準 【１～10項目】

２：おおむねできる　　１：一部できる　　０：できない 学生サイン

【１１～１５項目】 教員サイン

１：おおむねできる　０：できない

遅刻　　　　　回

学生評価

早退　　　　　回　　
教員評価

欠席　　　　　回

態
度

１１）健康障害を持つ児の家族への配慮ができる

１２）事前学習が整えられ、意欲的に学習し、分からないことは進んで質
問できる

１３）医療チームの一員として行動がとれ、グループメンバーと協力し合える

１４）自分の行動に責任を持ち、相手を思いやった行動がとれる
（健康管理を含む）

１５）挨拶・応答・状況に相応しい言葉遣いができ、身だしなみが整っている

２．小児の
疾患の症
状、状態に
応じた看護
の実際を学
ぶ

５）全身状態の観察の方法を見学し、どのような状態にあるのかを考え、
記述できる

６）小児が受けている治療・処置・援助の目的を考え、記述できる

７）小児の成長・発達・状態に合わせた治療・処置の方法を見学し、看護
の役割を考え記述できる

３．小児看
護の特徴を
理解する

８）小児科病棟の特徴が記述できる

９）母子関係の確立に向けた看護がどのようにされていたか、記述できる

１０）児と家族の関係について考え、記述できる

小児科看護実習　評価表

実習場所（　　　　　　　　　病院　）    実習期間：令和　　　年　　　月　　　日（　　）        

目　　標 評　価　項　目

知
　
　
　
識

１．小児の
成長・発達
に応じた看
護を学ぶ

１）入院生活により生じる影響を考え記述できる

２）成長・発達に応じた対象への関わり方について記述できる

３）日常生活を整えるための看護を学び、記述できる

４）院内学級の役割を考え、記述できる


